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休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　(本庄市保健センター内☎㉓３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。

７月８日㈰ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎73１５７５

７月15日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎34２３１３

７月16日㈷ うめだクリニック 美里町広木 ☎76４１５１

７月22日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎㉔２３１３

７月29日㈰ 生 坂 医 院 本庄４丁目 ☎㉒４６７０

８月５日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～ 11時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～午
後11時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や本庄市・児玉
郡以外の病院をご案内する場合もあります。

◎小学校校庭の測定結果（測定日：５月23日）　　　　　　
　今回の測定結果は、0.052 ～ 0.126μSv/h（マイクロシーベルト／時間）でした。

　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含まれています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けること

があるため、あくまでも参考の数値となります。　　　　　　　　　  

◎市の施設の測定結果（測定日：２月21日・３月６日・５月８日）

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

◇◆空間放射線量・放射性物質測定結果のお知らせ◆◇

　市と本庄上里学校給食センターでは、提供した給食等の安全性を確認的に検証するため市立小中学校及び市立保育所

を対象に「給食まるごと検査」を実施しています。６月第２週分（６月２日～８日）、６月第３週分（６月９日～ 15日）

いずれも放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。

★教育総務課☎㉕１１８２、子育て支援課☎㉕１１２８、本庄上里学校給食センター☎㉔２６２１

― 市立小中学校及び保育所の給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。市内で採取したタマネギ（採取日６月４日・５日　判

明日６月７日）、ジャガイモ（採取日６月11日・12日　判明日６月14日）、原乳（採取日６月13日　判明日６月13日）

の放射線セシウムは、全て基準値を下回りました。 ★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物等の放射性物質測定結果 ―
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市 役 所 0.073～0.101 都 島 浄 水 場 0.139 金屋第二配水場 0.067 稲 沢 配 水 場 0.059

図書館本館 0.070～0.106 下真下受水場 0.078 太駄上配水場 0.071 西 小 平 配 水 場 0.068

寿学童保育室 0.063 児 玉 浄 水 場 0.085 太駄中配水場 0.088 間瀬増圧ポンプ場 0.079

水 道 庁 舎 0.059～0.091 金 屋 浄 水 場 0.087 平 沢 配 水 場 0.067 高 柳 配 水 場 0.074

第二浄水場 0.090～0.096 金屋第一配水場 0.077 河 内 配 水 場 0.100

★自治防災課☎㉕１１８４
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※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

２日㈪・９日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪・８月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

２日㈪・９日㈪・17日㈫・23日㈪・30日㈪・８月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

12日㈭～ 16日㈷

今月の納税納付 ［納期限：７月31日㈫］
・固定資産税　２期　・国民健康保険税　　　　１期
・介護保険料　１期　・後期高齢者医療保険料　１期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　７月５日㈭・８月６日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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※委託日は６月１日、委託期間は６月１日から平成25年３月31日までです。

受託者氏名（受託者
名称及び代表者名）

受託者住所
（受託者所在地）

委託事務内容

㈱東庄
　代表取締役
　野田　貞之

本庄市朝日町
３ー１ー４０

武道館使用料収納事務、弓道場使
用料収納事務、庭球場使用料収納
事務、市民グラウンド夜間照明施
設使用料収納事務、若泉多目的グ
ラウンド使用料収納事務

　日本社会の直面する大きな課題は、公共施設や道路・
橋・上下水道などインフラの老朽化への対応です。そ
の数量はぼう大なものになります。
　今後市では、市民プラザ跡地への複合施設の建設と
児玉総合支所の建て替えを行います。これらの事業を
行う大きな理由の一つに、古い公共施設の統廃合があ
ります。（統廃合予定の施設は広報ほんじょう６月号に
掲載）
　現在ある多くの公共施設は古い耐震基準の時代に建
てられており、様々な箇所の修繕・更新という課題を
抱えております。しかし市の財政の見通しを考えると
全ての施設を同じように維持管理し、また建て替える
ことは出来ません。市民の皆様の様々な活動の拠点を
将来にわたって確保するためにも、財政状況が許す間
に耐久性があり維持管理しやすい施設を建設し、可能
な限り古い施設の機能を統合するべきでしょう。その
後古い施設は安全性と採算性の面からも解体し、土地

の売却や新たな用途への転換をはかることが必要です。
　また市では「橋の長寿命化修繕計画」を策定してい
ます。これは橋が老朽化する前に予防的な修繕を計画
的に行おうとするものです。
　問題は公共施設や橋だけではありません。高度経済
成長期に一挙に建設された道路や上下水道が、これま
た一挙に老朽化するため、今後の維持管理費はばく大
な金額が予想されます。市内17の小中学校の校舎、体
育館も、耐震工事や建て替えが終わっても、いずれは
順次手を入れていかなければなりません。
　後世に大きなツケを残さないよう、まして不測の事
故などが絶対に起きないよう、これまでの右肩上がり
の時代の公共施設のあり方を今後大幅に見直し、市民
の皆様にきちんと説明しつつ、その統廃合や整理を実
施していく必要があると私は考えております。持続可
能なまちづくりのために、このような取り組みについ
て皆様のご理解をお願い致します。

老朽化する公共施設・インフラにどう対応するか




